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Ⅰ 研究開発の概要 
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類型名 ふりがな 
かながわけん 

きょう いく いいんかい 
ふりがな かながわけんりつやまきたこう とう がっこう  

地域魅力化型 管理機関名 神奈川県教育委員会 学校名 神奈川県立山北高等学校 

 

２ ０ １ ９ 年度 地域と の協働による高等学校教育改革推進事業 構想調書 

 

１  研究開発構想名 

未病・ 防災～高齢者比率約４ 割の町で高校生が挑む少子高齢化 

 

２  研究開発の目的・ 目標 

○  人口減少が著し く 、 高齢者比率が約４ 割である山北町において、 唯一の県立高等学校である山北

高等学校を中心に、 行政・ 町民・ 企業が一体と なって町づく り を行う 。 具体的には神奈川県が取り

組む「 未病の改善」 と 、町の課題である「 防災」 に係る取組を核と し て、少子高齢化の先にあるべき

社会を高校生が描く という 探究活動を通し て、 多様な人々と協働し て新たな価値を創造できる人材

を育成すること を目的とする。  

○ 本構想は、 プロジェ クト 型学習（ Proj ect Based Learni ng「 以下、 PBLと する。」） を活用して「 個 

人の成長」 を求めることに力点を置く 教育課程とし、 同様の課題を抱える全国の町に派生さ せる標 

準カリ キュラムモデル（ 山北スタンダード ） を目ざす。  

○  その際、 既に本校に設置済みの学校運営協議会（ コミ ュニティ ・ スクール） については、 教育長

をはじめ、 町の主要な人物が参画し ていること から、 コンソーシアムと のつながり において連携し

た取組を行い、 研究開発を進める。 こう し た体制づく り を含めた山北スタンダード と する。  

○  また、 本構想では、 SDGs の基本理念を理解し、 自ら行動できる人材育成も視野に入れている。  

 

３  研究開発の概要 

○  本構想は、 カリ キュラム開発の中心に「 総合的な探究の時間」 （ 「 Chal l enge of  Yamaki ta（ CY）

Ⅰ・ Ⅱ・ Ⅲ」 （ 仮称） ） を据え、 PBLを活用し た探究活動による人材育成プログラムと する。  

○  「 Chal l enge of  Yamaki ta（ CY） Ⅰ」 は探究学習の手法を学び、 「 「 Chal l enge of  Yamaki t a（ CY）

Ⅱ・ Ⅲ」 で必要と なる資質・ 能力を身に付ける。 「 Chal l enge of  Yamaki ta（ CY） Ⅱ」 は、 課題の設

定を主な活動と し て、 コンソーシアムの協力を得ながら、 高齢化の先にあるべき社会を描く 過程で

本質的な課題を探究し ていく 。 「 Chal l enge of  Yamaki ta（ CY） Ⅲ」 では、 設定し た課題の解決方法

を構想し 、 具体的な政策提言を山北町に行い、 実現をめざす。  

○  上記、 「 Chal l enge of  Yamaki ta（ CY） Ⅰ・ Ⅱ・ Ⅲ」 のために必要な基礎的な資質・ 能力を身に付

けるため、 各教科による学習に加え、 外部機関と 連携し た、 学校設定教科「 山北」 、 学校設定科目

「 未病」 、「 防災」 、「 山北」 、「 情報リ テラシー」 、「 アプリ のプログラミ ング技術」 を設置する。 

○  その際、 コンソーシアムに係る地域人材や、 県政策局と連携する未病施策関連企業より 講師の派

遣を受けるなど、 外部人材を活用し た授業を展開する。  

○  研究の成果と して、開発したカリ キュラムを山北スタ ンダード と し て全国に普及さ せると ともに、

山北町において少子高齢化の先にあるべき社会の実現に寄与する。  
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４  学校の概要（ 設置学科、 生徒数等）  

（ １ ） 課程・ 学科・ 学年別生徒数、 学級数（ 平成 30 年５ 月１ 日現在）  

課程学科 
第１ 学年 第２ 学年 第３ 学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 239 6 196 5 197 5 632 16 

計 239 6 196 5 197 5 632 16 

（ ２ ） 職員数（ 平成30 年５ 月１ 日現在）  

課程 校
長 

副
校
長 

教
頭 

総
括
教
諭 

教
諭 

養
護
教
諭 

実
習
助
手 

非
常
勤
講
師 

ALT
等 

事
務
長 

事
務
職
員 

学
校
司
書 

技
能
職
員 

計 

全日制 １  １  １  ５  37 １  １  ７  ２  １  ４  １  ２  64 

計 １  １  １  ５  37 １  １  ７  ２  １  ４  １  ２  64 

（ ３ ） 沿革 

昭和17 年 山北町立山北実科高等女学校とし て山北町山北字大祭神 1, 002 番地にて開校。  

昭和 21 年 県立移管、 神奈川県立山北高等女学校と なり 、 山北町山北 3, 313 番地に移転。  

昭和25 年 神奈川県立山北高等学校と改称、 男女共学制実施。  

昭和 45 年 現校地（ 山北町向原 2, 370 番地） に移転。 平成 31 年現在、 創立 77 年目となる。  

平成 7 年 体育コース設置。 平成 25 年、 体育コースをスポーツリ ーダーコースに改称。  

平成29 年 スポーツリ ーダーコースの募集を停止。 これに伴い、 ２ 年生から「 文系」、「 理系」 だけ

でなく 「 スポーツ系」 を設置。  

平成 30 年 生徒の夢の実現を目指し、「 山北 Dream」 を立ち上げ、 全職員で共有。  

平成 30 年 学校運営協議会（ コミ ュ二ティ ・ スクール） 設置。  
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５  研究開発の具体的指標 

（ １ ） 地域人材を育成する高校と しての活動指標 

（ ア） 地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとし て、 地域協働推進校と なる高等学校等に

おいて設定し た活動指標（ 検討会議の開催回数、 研究授業の実施回数等）  

 ア 校内での検討会議 

○ 全職員を対象と した検討会議を年６ 回実施する。 指定初年度は、 ４ 月に集中的に開催し 、 職員の 

共通理解を充実させる。併せて、学校運営協議会を年５ 回程度開催し、研究開発の方針について承認 

を得るとと もに、 設置する部会を通じ て、 活動への参加協力を得る。  

 イ プロジェ クト 推進会議（ カリ キュラム開発等専門家と 各教科の教科主事等で構成する会議）  

○ カリ キュラム・ マネジメ ント を推進し 、 本プロジェ クト 全体の進捗状況を管理する会議と し てプ 

ロジェ クト 推進会議を組織する。  

○ カリ キュラム開発等専門家を招いて、 月に１ 度開催する。  

 ウ 研究授業 

○ 学校一斉の研究授業を年４ 回開催する。 このう ち２ 回を公開研究授業と する。  

 エ 地域との会議 

○ 教員や生徒と 地域関係者との打ち合わせや情報共有は必要に応じ て、 I CT機器を活用し たクラウ 

ド 上の仮想会議室において行う 。  

（ イ） 普及・ 促進に向けた取組の実施状況を測るものとし て、 地域協働推進校と なる高等学校等において

設定した活動指標（ 先進校と し ての研究発表回数等）  

 ア 成果発表会 

○ 年度末に、 町長、 町会議長、 コンソーシアム関係者をはじ めとし て、 全国にアナウンスの上、 生 

徒が実施し た探究活動の発表会を開催する。  

○ 他県で同様な取組を行っている学校を招いて生徒同士のパネルディ スカッ ショ ン等も行う 。  

○ 特に、 ３ 年目は優秀な取組に対して表彰を行う 。  

 イ 全国関係自治体等情報交換会 

○ 生徒の成果発表時に合わせて、 高齢者比率等、 山北町と同様の課題を有し ている他の自治体や学 

校関係者を招いた情報交換会を実施する。  

○ この情報交換をもと に、 本プロジェ クト をブラッ シュアッ プさせると ともに、 山北スタ ンダード  

の全国への普及を促す。  

 ウ ホームページ等の活用 

○ 学校ホームページ上に本プロジェ クト の報告ページを作成し 、 各事業の終了ごと に情報を発信す 

る。  

○ 各年度末に作成する報告書を電子媒体でも作成し 、 ホームページ上で提供する。  

（ ウ） その他本構想における取組の具体的指標（ 該当がある場合のみ）  

○ 年度当初、 年度末に管理機関が設定し ている指標に関するアンケート 調査を行い、 指標の達成状 

況を確認すると ともに、 次年度の改善に生かす。  

○ なお、対照群とし て、この取り 組みの直接的な対象生徒でない平成 30 年入学生に対し ても同様の 

アンケート 調査を実施し プロジェ クト の改善に生かす。  

 

６  実施体制 

（ １ ） 研究開発に係る校内の実施体制 

○  本構想の推進組織とし て、 カリ キュラム開発等専門家、 各教科の教科主事、 校内既存組織リ ーダ

ー等を構成員と し て「 プロジェ クト 推進会議」 を設置する。  

○  「 プロジェ クト 推進会議」 は、 月に１ 度開催し 、 年間指導計画の確認、 当月の進捗状況確認及び

次月の改善、 年度末の振り 返り など、 カリ キュラム開発等専門家のアド バイスのもと に本構想の進

行管理及び事業改善を行い、 全職員の取組をリ ード する。  

○  学校運営協議会の下部組織と し て、 地域協働学習実施支援員を構成員と して加えたプロジェ クト

推進部会（ 兼地域連携部会） を組織し、 コンソーシアムの活用及びフィ ールド ワーク等の教育活動

が学校と 地域の円滑な連携のもとに実施できる体制を作る。  

○  本事業に係る取組は、 学校運営協議会に設置した「 学校評価部会」 を通じ た学校評価により PDCA
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サイクルで改善し ていく 。  

 

＜図１  研究開発に係る組織体制＞ 
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（ ２ ） 教師の役割及び担当する教師等に対する支援体制 

(ア)  教師の役割 

○  学校設定教科、 学校設定科目に係る指導計画・ 指導案の作成、 関係機関との調整など授業を行う

にあたって必要と なる業務全般を担当する。  

○  授業に当たっては、 生徒の主体的な活動と生徒の「 個人の成長」 に寄与するために、 教師はファ

シリ テーター役に徹する。  

(イ)  担当する教師への支援 

○ ファ シリ テーショ ン等を学ぶ校内研修による技能向上を目指した支援。  

○ 指導計画の作成や事業実践に係るカリ キュラム開発等専門家からの支援。  

○ フィ ールド ワーク等での地域協働学習実施支援員による支援。  

○ 書類作成など事務的作業への事務業務支援員（ 本構想のために県より 配置） による支援。  

（ ３ ） カリ キュラム開発等専門家、海外交流アド バイザー及び地域協働学習実施支援員の学校内における役

割・ 位置付け 

〇 カリ キュラム開発等専門家を本構想のけん引役と 位置づけ、カリ キュラム開発等専門家、各教科の

教科主事、 校内既存組織リ ーダー等を構成員とし て「 プロジェ クト 推進会議」 を設置し、 カリ キュラ

ム開発専門家のアド バイスのもと に研究開発を行う 。  

〇 地域協働学習実施支援員を学校運営協議会プロジェ クト 推進部会に組織し 、 フィ ールド ワーク等 

に係る講師や組織の紹介及び連絡調整、授業時のファ シリ テーターなど授業を円滑に実施するための

役割を担う 。  

（ ４ ）  研究開発の進捗管理、 計画・ 方法の改善方策 

〇 プロジェ ク ト 推進会議が研究開発全体の進捗管理、 計画・ 方法の改善を担う 。  

〇 本構想に関するマネジメ ント は、 総合的な探究の時間で行う 生徒の「 個人の成長」 を測定する

ための振り 返り シート に焦点化し たルーブリ ッ クを活用し て行う 。  

〇 また、 各教科・ 科目においても 、 本プロジェ クト に係るルーブリ ッ ク を踏まえた各教科・ 科目

の年間指導計画及び教科活動を評価するための各教科用ルーブリ ッ ク を作成し 、 こ れに基づいて

マネジメ ント を行う 。  

○  年度当初に開催するプロジェ ク ト 推進会議において、プロジェ クト 評価用ルーブリ ッ ク 、各教

科が作成し た年間指導計画及び教科・ 科目評価用ルーブリ ッ ク を協議し 、カリ キュ ラ ム開発等専

門家のアド バイスのも と に、 ブラッ シュアッ プを行う 。  

○  教科横断的な学習を実現さ せるため、月に一度開催する教科連携推進会議において、カ リ キュ

ラ ム開発等専門家のアド バイスを得ながら、当該月の振り 返り を行う と と も に、次月の教科活動

に関する確認及び計画の見直し を行う 。  

○  年度末に開催するプロジェ ク ト 推進会議において、 カリ キュ ラ ム開発等専門家のアド バイ ス

を得ながら 、 当該年度の振り 返り と 、 次年度指導計画及び各ルーブリ ッ クを作成する。  

（ ５ ） 成果の検証・ 評価のための外部有識者等の参画・ 支援 

○  年４ 回実施する研究授業時や年度末に開催する成果発表会を活用し て、 大学等の有識者や同

様の取組を行っ ている他の自治体等の関係者から 指導・ 助言を得る。  

（ ６ ） 教育課程等の研究開発に関する組織体制整備の実績（ 該当がある場合のみ）  

   研究開発の実績はない。  
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７  研究開発計画 

（ １ ）  現状分析、 仮説及び期待さ れる効果 

(ア)  現状分析 

○ 平成 24 年に「 災害時における避難施設等と し ての施設利用に関する協定書」 を山北町と 締結 

し 、 地域の防災拠点の核と し て地区連合自治会と 学校の合同防災訓練を実施するなど地元と の結

びつきは強い。  

〇 また、 山北町は神奈川県の施策である県西地域活性化プロジェ ク ト と し て、 「 未病の改善」 に

取り 組んでおり 、 本校も文化祭等の行事でその活動に寄与し ている。  

〇 教員における取組と し ては、 山北町立山北中学校と 教員交流を行い協働で授業改善に取り 組ん 

でいる。  

〇 一方、 山北町の人口減少と 高齢化が進む中で、 町立中学は再編・ 統合により １ 校になるなど、

山北町から 本校への進学者が減少し ている。  

〇 こ の結果、 表１ にあるよう に、 地元山北町に興味関心を持つ生徒や山北町に住み山北町で働き

たいと 思う 生徒はごく 少数と なっ ている。  

〇 山北町は人口減少が著し く 、 昭和 30 年の 16, 689 人をピーク に平成 31 年１ 月現在 10, 307 人 

まで低下し ている。 高齢化率も ４ 割弱と なり 、 若い世代の都市部への流出が大きい。 町では平成

28 年に人口ビジョ ン・ 総合戦略を策定し 、 令和５ 年の人口 11, 000 人を目ざし ている。  

〇 山北町は、 国府津－松田断層の延長上に位置し ており 、 東海地震等に対する県の地震防災対策

強化地域に指定さ れている中で、 防災・ 避難体制を考えるにあたり 、 高齢者への対応等、 課題が

多い。  

(イ)  仮説 

○  本構想を通し て、 生徒一人ひと り が少子高齢化の先に来る社会のあり よう を考え、 山北町が持つ

本質的な課題に気付き、 解決策を提言するという 探究活動を体験すること で、 「 課題発見・ 解決能

力」 、 「 社会性」 、 「 他者性」 を育成し 、 「 個人の成長」 を図ること ができる。  

○  山北町とと もに山北町の将来を作ると いう 経験をすることにより 、 山北町の魅力や特色を知り 、

将来の山北町に期待し、 高校卒業後の進路とし て山北町にかかわること を希望する生徒が増えるこ

とも期待できる。  

○  また、 本構想は、 高齢者比率４ 割の町で少子高齢化の先に来る社会のあり よう を高校生が考え提

言すると いう カリ キュラムの研究開発であるため、 同様の課題を抱える他の自治体に対し ても応用

が期待できるものとなる。  

(ウ)  期待さ れる効果 

○  地域及び企業と の交流により 、町が抱える諸課題を明確にし 、その解決方法を探究する活動を 

行う こと ができる。 それにより 、 問題発見・ 解決能力を伸長するこ と ができる。  

○  地域の課題に直結し た学校設定科目を導入するこ と で、 地域のあら ゆる課題を探究テーマと

捉えるよう になり 、 地域の健康・ 防災・ 産業・ 文化について、 地域探究と 地域貢献の２ つの面か

ら 深く 考える機会と なる。  

○  将来、生徒が学んだこと を生かし 、生活する地域での地域政策や地場産業の担い手と し て、地

域活性化をサポート するなかで、最前線でまちづく り に関わっ ていく こ と が期待できる。「 地域

の為に」 や「 社会の役に立つよう に」 と いった意識を持って日々を過ごし 、誰かのために動ける、

考えるこ と ができる人間に成長するこ と が期待できる。  

○  過疎化が進む山北町において、町の人口約１ 万人に対し て、約 600 人の高校生が関わる政策提

言と 実際の取組は、高齢者をはじ めと する町の人々に活気をも たら し 、人口減少に歯止めをかけ

るきっかけにもなると 考える。  
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＜表１  平成30 年入学生に対するアンケート 結果＞ 

 

 

 

 

 

 

項目 山北 開成 松田 大井 南足柄 小田原 

真鶴 

湯河原 

箱根 

中井 

その他 

A1 あなたの住んでいる地域はどこですか。  4. 1% 6. 4% 6. 4% 12. 4% 17. 9% 40. 4% 3. 2% 9. 2% 

項目 肯定 
どちらかと

いえば肯定 

どちらかと

いえば否定 
否定 無効 

A2 山北町のこと（ 自然・ 文化・ 歴史・ 産業・ 地域活動

など） について、 興味や関心を持っていますか。  
5. 0% 20. 6% 33. 9% 38. 5% 1. 8% 

A3 山北町の抱える課題について、 感じ たり 、 考えたり

したことはあり ますか。  
9. 2% 18. 3% 25. 2% 47. 2% 0. 0% 

A4 山北町をより よく するために、 山北町の問題解決に

関わり たいと思いますか。  
2. 8% 29. 4% 44. 5% 22. 9% 0. 5% 

A5 家族や友人以外の山北町の人と 交流した(山北町の

行事や催し などに参加し た)こと があり ますか。  
17. 9% 11. 5% 9. 2% 61. 0% 0. 5% 

A6 山北町で生活し たい（ 住みたい） と 思いますか。  
2. 8% 3. 2% 31. 2% 62. 8% 0. 0% 

A7 山北町に関係する仕事や職業に就いてみたいと思い

ますか。  
0. 9% 4. 1% 26. 6% 67. 4% 0. 9% 

A8 山北町の役に立ちたいと考えていますか。  5. 5% 28. 9% 34. 9% 30. 7% 0. 0% 

A9 山北町のことが好きですか。  11. 5% 48. 6% 26. 1% 13. 3% 0. 5% 

項目 肯定 
どちらかと

いえば肯定 

どちらかと

いえば否定 
否定 無効 

B1 自分の関心のあること について、 自主的に知ろう と

したり 、 やってみよう と し たり し ますか。  
23. 4% 49. 5% 19. 3% 5. 0% 2. 8% 

B2 身の回り にある課題を発見し、 その解決に向け、 取

り組むこと ができますか。  
5. 5% 54. 6% 32. 6% 5. 5% 1. 8％ 

B3 自分のたてた目標の達成に向けて、 計画的に取り 組

むこと ができますか。  
11. 5% 47. 2% 34. 4% 5. 0 1. 8 

B4 今までに身の回り にある課題の解決方法について、

自ら考え、 行動し 、 解決し たなどの体験はあり ます

か。  

10. 6% 45. 0% 33. 5% 9. 2% 1. 8% 

B5 グループなどで協力し ながら、 学習や活動を行う こ

とができますか。  
22. 0% 56. 4% 15. 6% 3. 2% 2. 8% 

B6 身の回り のこと がらに関心を持ち、 身近な人々や地

域の取組などに関わったり 、 協力したり することがで

きますか。  

8. 3% 56. 0% 28. 0% 6. 0% 1. 8％ 

B7 幅広い年齢の人々と関わり 、 相手の意見や考えを尊

重し 、 思いやり を持って接することができますか。  
22. 5% 54. 6% 17. 9% 3. 2% 1. 8％ 

B8 これまでの学習活動において、 課題の設定・ 情報の

収集・ 整理や分析・ まと めや表現などの活動を繰り 返

していく 学習や活動に取り 組むことができまし たか。  

8. 7% 50. 9% 32. 1% 6. 4% 1. 8% 
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（ ２ ）  実施内容、 実施方法及びスケジュール 

(ア)  平成 31 年度（ 令和元年度）  

○ １ 学年の総合的な探究の時間「 Chal l enge of  Yamaki ta Ⅰ（ CYⅠ） 」 実施とⅡ、 Ⅲの詳細検討 

○ 10 月以降フィ ールド ワーク実施 

○ 平成 32 年度開講予定の学校設定教科、 学校設定科目の詳細検討。  

○ ４ 回の研究授業の企画運営 

○ 年度末成果発表会の企画運営 

○ ２ 回のコ ンソ ーシアム会議開催 

○ 12 回のプロジェ ク ト 推進会開催 

○ 各種アンケート の実施と 分析、 効果測定 

○ 先進的に実践し ている学校への調査訪問 

(イ)  令和２ 年度 

○ １ 学年、 ２ 学年の総合的な探究の時間「 Chal l enge of  Yamaki ta Ⅰ、 Ⅱ（ CYⅠ、 Ⅱ） 」 実施とⅢ 

の詳細検討 

○ 学校設定教科「 山北」 、 各学校設定科目開設 

○ フィ ールド ワークの実施 

○ ４ 回の研究授業の企画運営 

○ 年度末成果発表会の企画運営 

○ ２ 回のコ ンソ ーシアム会議開催 

○ 12 回のプロジェ ク ト 推進会開催 

○ 各種アンケート の実施と 分析、 効果測定 

○ 前年度の振り 返り による計画の見直し  

(ウ)  令和３ 年度 

○ １ 学年、 ２ 学年、 ３ 学年の総合的な探究の時間「 Chal l enge of  Yamaki ta Ⅰ、 Ⅱ、 Ⅲ（ CYⅠ、 Ⅱ、

Ⅲ） 」 実施 

○ フィ ールド ワークの実施 

○ ４ 回の研究授業の企画運営 

○ 年度末成果発表会及び全高校関係自治体等情報交換会の企画運営 

○ ２ 回のコ ンソ ーシアム会議開催 

○ 12 回のプロジェ ク ト 推進会開催 

○ 各種アンケート の実施と 分析、 効果測定 

○ 前年度の振り 返り による計画の見直し  

（ ３ ）  仮説の検証に係る実施対象（ 対象と する生徒数、 学科・ コース間の比較等）  

○ 平成 31 年度入学生以降を対象と する。  

○ 効果検証のため、 平成 30 年度入学生と の比較を行う 。  

（ ４ ）  先進的な地域課題研究等の実績及び当該実績の計画への反映（ 該当がある場合のみ）  

○ 地域との合同防災訓練を実施し てきた。また、スポーツリ ーダーコースの生徒を対象に赤十字救 

急救命員の講習を実施し 、 全員が資格を取得し てきた。 これらのこと を学校設定科目「 防災」 に生 

かす。  

○ 県機関・ 町機関と ともに生徒が取り 組んできた VR体験授業や先進医療特別講義、 株式会社ブル 

ッ クスホールディ ングスが運営主体と なり 、 神奈川県が運営に参画し ている「 未病」 関連施設「 ビ 

オト ピア」 における活動などを、 学校設定科目「 未病」 に生かす。  

 

８  研究開発内容 

（ １ ） 地域と の協働による探究的な学びを実現する学習の実施計画（ 各教科・ 科目や総合的な学習（ 探究）

の時間、 学校設定教科・ 科目等。 教科横断的な取組を含む。）  

  （ ア）  総合的な探究の時間 

○ 総合的な探究の時間を「 Chal l enge of  Yamaki ta（ CY） 」 と命名。 各学年１ 単位と し て学年進行 

で計３ 単位を履修。  

○ 探究活動の基本的な手法とし て、 PBL（ Probl em Based Learni ng） を活用する。  
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○ また、 「 Chal l enge of  Yamaki ta（ CY） 」 では、 ３ 年間の学習を通し て、 「 個人の成長」 を求め 

る。  

○ そのため、 毎回振り 返り シート を用意して生徒に記入さ せるとと もに、 これを生徒個々のポー 

ト フォリ オに結びつける。  

○ 振り 返り シート では、 国際バカロレアのCASで示さ れている、 「 自分自身の長所と 今後の成長 

分野について認識を高めた」 、 「 新し いこと に挑戦し た」 、 「 活動を計画、 開始した」 、 「 他の

人 と協働し た」 、 「 粘り 強さと 活動への深いかかわり を示した」 、 「 グローバルな重要性のあ

る問題に取り 組んだ」 、「 活動の倫理的な意味合いを考察し た」 、「 新し いスキルを身につけた」 、

などを参考に評価項目を設定する。  

   ①「 Chal l enge of  Yamaki ta Ⅰ（ CYⅠ） ～PBLの基本的スキルを学ぶ～」  

〇 平成 31 年度より 開設。 １ 学年必履修科目、 １ 単位。  

〇 生徒が探究活動を円滑に実施できるよう に、 CYⅠでは PBL を実践するにあたって必要と なる各

種スキルと情報の扱い方について、 ケーススタ ディ を通し て学習する。  

○ また、 高齢者比率４ 割と いう 状況が自治体にもたらす影響を考えたり 、 高齢者の生活など２ 学 

年で行う CYⅡの課題設定につながる内容を教科に結びつく よう に調べたり 発表などを行う 。  

○ 前半は、 スタ ート アッ プ事業と し て宿泊研修を行い、 PBLに必要な基本的スキルの修得を目指 

すと と もに、 タブレッ ト を活用した活動も多用し て I CTスキルの修得も目指す生徒が主体的・ 能

動的に活動できる授業スタ イルと する。 その際、 コンソーシアムに係る地域人材や県未病施策関

連企業等の外部人材を活用する。  

○ 後半は、 地域協働学習実施支援員の協力のもと に校外でのフィ ールド ワークを中心に、 修得し  

た PBLのスキルを活用し て、 「 課題の設定」 、 「 情報の収集」 、 「 整理・ 分析」 、 「 まと め・ 表

現」 といった学習活動を行う 。  

〇 特に、 学年の最後に行う 発表会は、 コンソーシアム関係者はもと より PBL 関係者、 県内学校関

係者を招いて行い、生徒自身が学習の振り 返り を行う 機会とすると と もに、CYⅡに向けたモチベー

ショ ン向上の機会と する。  

   ②「 Chal l enge of  Yamaki ta Ⅱ（ CYⅡ） ～課題の設定と 対策の立案を学ぶ～」  

〇 令和２ 年度より 開設。 ２ 学年必履修科目、 １ 単位。  

〇 本事業の中心的な教育活動とし て位置付け、 地域協働学習実施支援員の協力のもと 一年を通 

し てフィ ールド ワーク中心の活動を行う 。  

〇 活動内容と し ては、 山北町における少子高齢化に係る課題の抽出と 設定、 そのための情報収集

と 分析が主な内容となり 、特に、探究活動の要である「 課題の設定」 には時間をかけて、より 本質

的な課題の発見に取り 組ませる。  

〇 「 課題の設定」 後は、 課題解決に向けた「 仮説」 、 「 検証」 を繰り 返し 行い、 この段階でコン 

ソーシアム等の協力を得ながら、 先行事例や大学での研究、 論文や書物に当たる。  

○ 年度末に町長や町議会関係者等をはじ めと し て県内外から関係者を招き、 高校生が挑んだ少子 

高齢化対策の政策提案発表会を行う 。  

○ 生徒は、 この発表会で関係者と の議論などを通して、 提案内容をさ らにブラッ シュアッ プさ せ 

る。  

○ 生徒は、 タ ブレッ ト を活用し て、 情報交換や地域関係者と のミ ーティ ングなどの協働活動をク 

ラウド 環境のもとに行ったり 、 様々な情報発信を行ったり 、 場合によってはアプリ を開発するな

ど、 学校設定科目「 情報リ テラシー」 や「 アプリ のプログラミ ング技術」 で学習し た内容を実践

的に生かす活動も併せて行う 。  

○ また、 各教科・ 科目で学習し た内容を実践的に生かす場と し ても活用する。  

   ③「 Chal l enge of  Yamaki ta Ⅲ（ CYⅢ） ～新たな価値の創出～」  

○ 令和３ 年度より 開設。 ３ 学年必履修科目、 １ 単位。  

○ CYⅡで策定し た提案内容を実践する場とし てフィ ールド ワークを中心に行う 。  

○ 生徒は、 提案内容の実施を通し て、 提案内容の検証と改善の実施方法について自ら検討し 、 検 

証をもとにし た改善策の立案と 実践など PDCAによる改善活動を学ぶとと もに、改善を通して提案  

内容の更なるブラッ シュアッ プを行い、 新たな価値の創出を目ざす。  

○ 十分な有用性や継続性が見込める提案については行政と 連携した試行を始める。  
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○ 年度末に、 町長、 町議会関係者をはじ めと し て全国から山北町と 同様の課題を抱える自治体の 

関係者を招き、 ３ 年間の活動をまと めた政策提案内容のプレゼンテーショ ンを行い、 政策提案と

してまとめる。  

○ 「 有用性」 、 「 継続性」 が高いと 考えられる提案内容のう ち優秀なものには、 最優秀賞（ コンソ

ーシアム議長賞） 、 優秀賞（ 町長賞、 町議会議長賞） 、 アイディ ア賞（ 校長賞） などを授与する。 

（ イ）  学校設定教科・ 科目 

○ 学校設定教科「 山北」 を開設 

○ 学校設定教科「 山北」 の学校設定科目とし て、 「 未病」 、 「 防災」 、 「 山北」 の３ 科目を開設 

○ 普通教科「 情報」 の学校設定科目とし て、 「 情報リ テラシー」 を開設 

   

   ① 学校設定教科「 山北」  

○ 本教科は、 山北町の魅力や特色や、 高齢者比率の上昇、 人口減少、 地域防災などに関する内容 

など、「 Chal l enge of  Yamaki ta（ CY） 」 を補完するとと もに、 一般教科・ 科目間の教科横断的な  

教科活動を推進するためのプラッ ト ホームとなる科目の開設を目的と する。  

○ 本教科の学習を通し て、 地域の現状や課題等への関心を高め、 地域社会への貢献の意義や実感 

を芽生えさ せる契機と する。  

   ② 学校設定科目「 未病」  

○ ２ 単位、 自由選択科目、 ２ 学年に設定。  

○  未病とは何か、VR体験授業による認知症を始めとし た様々な症状の理解と 対策、健康から未病 

への体の変化についての授業を普通科目授業の理科、 保健体育、 家庭等と連携し ながら学ぶ。  

○ 未病の改善のための方策、 健康維持のために必要なこと 、 健康年齢延長の推進について学ぶ。  

○ 地元の方をはじ めと し て、 県未病施策関連企業や医師など各専門家を講師とし て招き、 体験的 

かつ実践的な学習を行う 。  

○ 「 Chal l enge of  Yamaki ta Ⅱ（ CYⅡ） 」 と 連携し た教科活動を行う 。  

   ③ 学校設定科目「 防災」  

○ ２ 単位、 自由選択科目、 ２ 学年に設定。  

○ 山北町を流れる酒匂川や尺里川の氾濫や、 土砂崩れの恐れなど様々な場面が想定さ れる中、 防 

災拠点とし ての本校及び本校生徒の役割、 救援物資の配布や広域避難所の運営方法など実践的な

内容を学習する。  

○ 地元の方をはじ めと し て、 消防団などの消防関係者、 警察関係者、 自衛隊関係者、 地域防災の 

専門家などを講師と し て招き、 体験的かつ実践的な学習を行う 。  

○ 「 Chal l enge of  Yamaki ta Ⅱ（ CYⅡ） 」 と 連携し た教科活動を行う 。  

   ④ 学校設定科目「 山北」  

○ ２ 単位、 自由選択科目、 ２ 学年に設定。  

○ 山北町が持つ魅力や特色を学ぶと ともに、 高齢者率４ 割の持つ意味、 人口減少等、 山北町の現 

状を他の一般教科・ 科目と連携しながら学ぶ。  

○ 地元の方をはじ めと し て、観光協会関係者、行政関係者、同様の課題を持つ他自治体の関係者、 

NPO関係者、 大学等の専門家などを講師と し て招き、 体験的かつ実践的な学習を行う 。  

○ 「 Chal l enge of  Yamaki ta Ⅱ（ CYⅡ） 」 と 連携し た教科活動を行う 。  

   ⑤ 学校設定科目「 情報リ テラシー」  

○ ２ 単位、 平成 31 年度入学生は自由選択科目と して２ 学年に開設。 令和２ 年度以降の入学生 

は普通教科情報の必履修科目「 社会と情報」 の代替必履修科目と し て１ 学年に開設。  

○ Soci ety5. 0 を見据えた情報リ テラシーやEdTech を活用し た教育活動を行う ためのスキルを 

学習する。  

○ I T関連ベンチャー企業のエンジニア、 大学院生などの I Tエンジニアを目ざす学生、 通信事業 

関係者など情報リ テラシーの専門家や開発者を講師と し て招き、 体験的かつ実践的な学習を行 

う 。  

○ タ ブレッ ト を活用し た学習活動と 連携した教科活動を行う 。  

「 Chal l enge of  Yamaki ta Ⅲ（ CYⅢ）」 と 連携し て生徒のアプリ 開発を支援する。  
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（ ウ）  教科横断的な学習活動 

○ 学校設定教科「 山北」 と 総合的な探究の時間「 Chal l enge of  Yamaki ta（ CY） 」 をプラッ ト ホ 

ームと して教科横断的な活動を行う 。  

○ 教科横断的な学習活動は、生徒が CY活動時に行う 振り 返り シート による「 個人の成長」 に焦点 

を当てた活動と し、 教科横断的な学習活動の評価もこの振り 返り シート の項目を活用し て行う 。  

○ 教科横断的な学習活動の計画立案に当たっては、カリ キュラム開発等専門家と の連携のもと に、 

年度当初の年間計画の作成、 月に一度の振り 返り と 次月活動の詳細計画の作成を行う 。  

  ＜教科横断的な学習活動の例＞ 

○ １ 学年では、 CYⅠで行う PBLの基礎的スキルの学習に合わせて、 高齢者比率４ 割の学習に関し  

て地理歴史、 公民、 数学、 理科、 体育などの各教科と協働。  

○ ２ 学年では、 CYⅡ及び学校設定教科「 山北」 で行う フィ ールド ワークや課題の設定に向けた各

種活動に合わせて、 すべての教科と 協働。  

（ エ）  特別活動 

○ 生徒会活動において、 生徒企画による防災訓練や町及び地元自治会主催行事への生徒と 住民相 

互の参加を進めると ともに、 学校行事を PBL の活動と 位置付け、 教員の意識改革及び指導体制の

見直し を図り 、 生徒が主体的に活動する場とし ての機能をさ らに充実させる。  

（ ２ ）（ １ ） の実現に向けたカリ キュラム・ マネジメ ント の推進体制 

  （ ア） 推進体制 

〇 カリ キュ ラム開発等専門家、 各教科の教科主事等を構成員と し て、 プロジェ ク ト 推進会    

議を編成する。  

〇 プロジェ クト に関するマネジメ ント は、 CYで行う 生徒の「 個人の成長」 を測定するための 

振り 返り シート に焦点化し たルーブリ ッ ク を活用し て行う 。  

〇 また、 各教科・ 科目においても 、 本プロジェ ク ト に係るルーブリ ッ ク を踏まえた各教科・  

科目の年間指導計画及び教科活動を評価するための各教科用ルーブリ ッ ク を作成し 、 こ れに

基づいてマネジメ ント を行う 。  

（ イ） 推進計画 

〇 年度当初に開催するプロジェ ク ト 推進会議において、プロジェ ク ト 評価用ルーブリ ッ ク、各

教科が作成し た年間指導計画及び教科・ 科目評価用ルーブリ ッ クを協議し 、 カリ キュ ラ ム開

発等専門家のアド バイスのも と に、 ブラ ッ シュアッ プを行う 。  

〇 月に一度開催する教科連携推進会議において、 カリ キュラ ム開発等専門家のアド バイスを 

得ながら 、 当該月の振り 返り を行う と と も に、 次月の教科活動に関する確認及び計画の見直

し を行う 。  

〇 年度末に開催するプロジェ ク ト 推進会議において、 カリ キュラ ム開発等専門家のアド バイ 

スを得ながら 、 当該年度の振り 返り と 、 次年度指導計画及び各ルーブリ ッ ク を作成する。  

（ ３ ） 地域の現状や課題等への関心、 地域社会への貢献の意義や実感を芽生えさ せるための工夫 

  （ ア） コンソーシアムの活用 

○  コンソーシアムを活用して、 これまで実施してきた部活動と 地域と の交流、 地元のお祭り 等の 

地域行事への参加、 防災に係る各種交流等を一層充実させる。  

○  コンソーシアムを活用して、 地元の各種行事等に企画立案段階からの生徒参加機会の拡充を 

図る。  

○  生徒企画による交流会（ I CTに関する住民対象勉強会など） の実施。  

  （ イ） 教科活動上の工夫 

〇 学校設定教科「 山北」 におけるフィ ールド ワーク（ 福祉、 防災、 林業、 農業、 畜産業、 観光など 

の各分野） や地元関係者による講演など、 山北町の住民と 直接触れ合う 交流機会（ お祭り などの 

各種行事、 高齢者住宅への民泊など） を多く 設定する。  

〇 体験的な学習をする機会と して、 町行政や地元コ ミ ュニティ 、 地場産業、 高齢者施設などへの 

インタ ーンシッ プを推進し 単位認定につなげる。  
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（ ４ ） 教育課程の特例の活用の有無（ 該当がある場合のみ）  

（ ア） 必要となる教育課程の特例とその適用範囲 

なし  

（ イ） 教育課程の特例に該当しない教育課程の変更 

① 学校設定教科「 山北」 の開設 

② 学校設定科目「 未病」 、 「 防災」 、 「 山北」 、 「 情報リ テラシー」 の開設 

③ 学校設定科目の長期休業期間中における短期集中講座授業の実施 

（ ５ ）（ １ ） の取組効果を高めるための教育課程外の取組（ 該当がある場合のみ）  

     部活動の活用 

〇 生徒が主体的・ 能動的に活動する部活動を PBLの活動と し て位置づけ、 教員の意識改革及び指 

導体制の見直し を図り 、 本来の生徒主体の活動と 変革していく 。  

〇 生徒企画による幼稚園・ 保育園児、 小・ 中学生と の交流活動を実施。  

（ ６ ） 学校全体の授業改善や教員、 生徒及び地域の関係機関の意識改革を促すための工夫（ 該当がある場合

のみ）  

（ ア） 学校全体の授業改善 

〇 県実施の学力状況調査など従前の各種データに加えて、 学校全体の授業改善においても、 教科 

毎に作成し たルーブリ ッ クや生徒の振り 返り シート を活用し て、 教科毎のカリ キュラム・ マネジ

メ ント を推進する体制を構築する。  

〇 現在実施し ている生徒による授業評価を教員個々の評価や変化が把握できる形態に変更し 、 生 

徒の意見を生かした教員の主体的な授業改善を推進する。  

〇 また、 学校全体の授業改善に、 生徒が主体的・ 能動的に参画できる組織を新たに編成し 、 教員

と 生徒の協働による授業改善を推進する。  

（ イ） 教員、 生徒及び関係者の意識改革 

〇 コンソーシアムや学校運営協議会（ コミ ュニティ ・ スクール） を活用し た講演会等の活動を学

校行事とし て生徒企画のもと に実施する。  

〇 年一度開催する、 高齢者比率４ 割など山北町と 同様の課題を持つ自治体関係者等の会議を活用

し て関係者等の意識の高揚を推進する。  

（ ７ ）  生徒の自律的なキャリ アデザインを促すための工夫（ 該当がある場合のみ）  

〇 総合的な探究の時間「 Chal l enge of  Yamaki t a（ CY） 」 におけるフィ ールド ワークを通し て、様々

な職業人に触れる機会を多く 設定する。  

〇 「 Chal l enge of  Yamaki ta（ CY） 」 で行う 生徒個々の振り 返り シート を個人のポート フォリ オに

結び付けること で、 自身のキャリ アデザインを考える契機と材料を与える。  

 

９  類型毎の趣旨に応じ た取組内容 

(ア)   地域の活性化に資する取組 

〇 未病を核と し て少子高齢化の先にあるべき社会を考えること で、 高齢者比率４ 割と いった地域

の現状等を踏まえつつ、 自ら地域の課題に取り 組み、 地域と協働して新たな価値を提言する。  

〇 コミ ュニティ ・ スクールを活用し 、 山北町や周辺地域の産業や文化等に関する探究的な学びを 

行う こと で、 生徒の地域理解が深まると と もに、 生徒主催の高齢者対象勉強会の実施などを通し   

て活性化を図る。  

〇 生徒主催の「 未病の改善」 に係る取組により 健康寿命を伸ばし 、 活力ある高齢者社会の実現に

寄与する。  

〇 本構想の３ 年目において、 本校生徒の提案事業が山北町の施策と して提言または実施さ れるこ   

とで地域の活性化を図ること ができる。  
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〇 本構想の成果を全国に普及さ せること で、 同様の課題を有する地域の活性化に寄与できると と

もに、 今後少子高齢化に直面する各国の先進的モデルとなり 得る。  

(イ)   地域社会と の交流の機会 

〇 総合的な探究の時間や学校設定教科「 山北」 などで行う 年 10 回以上のフィ ールド ワークや防災

訓練、 「 未病の改善」 に係る取組を実施する。  

〇 地元行事の企画段階からの生徒参加により 全校生徒と の交流の機会を設定すること ができる。  

〇 「 CYステーショ ン」 を活用し 、 高齢者対象勉強会など生徒主催の各種行事を実施する。  
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【 研究開発概念図】  
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 プロジェ ク ト 推進会議 

 

学校評

価部会 

地域連携部

会(PJ推進

部会)  

防災安

全部会 

山 北 町 

△ 高齢化・ 少子化 

△ 人口急減 

△ 東海地震、 火山災害 

  水害・ 土砂災害 

「 地震防災対策強化地域」  

 

県教育委員会 

〇 県立高校生学習活動コ

ンソーシアム(大学、 企業

等74との連携) 

〇 県政策局未病施策関連

企業との連携 

近隣 

大学 

地元 

自治会 

地元 
こども園、 保育園、  
幼稚園、 小・ 中学校 

地元 

企業 

総合型地域 

スポーツクラブ 

やまきた未来コンソーシアム（ YMC）  

PTA 会長／町教育長／町企画政策課長 

中学校長／大学教授／連合自治会長 

タウン誌編集長 等 

 

探究活動 

Ｉ Ｃ Ｔ を
活用した
データ分
析・ 応用 

１ 学年 探究手法の習得（ フィ ールド ワーク）  

〇 総合的な探究の時間「 未来探究」（ SDGs を意識し て）  

〇 情報スキルの習得  

〇 教科横断による地域学習 

２ 学年 町の課題発見、 解決策の提案（ フィ ールド ワーク）  

〇 総合的な探究の時間「 未来探究」  

〇 学校設定科目「 未病」「 防災」「 山北」  

 

３ 学年 提案実践、 改善策の検討→町への政策提案 

〇 総合的な探究の時間「 未来探究」  

未病 
( SDGs 3健康)  

 

 

学 校 運 営 協 議 会 

山 北 高 校 

 

すべての
教科・ 科
目との関
連付け 

(教科横断学習) 

生徒主体の特
別活動(生徒会
活動・ 学校行
事)と 地域行事
(防災訓練、 自
治会主催行事
等)とのコラボ 

生徒会、 部活
動等も含めた
生徒主体の幼
保小中と の交
流 

防災 
( SDGs 11まちづく り)  

Y M C 連 絡 会 議 

運 営 指 導 委 員 会 

未病・ 防災～高齢者比率４ 割の町で高校生が挑む少子高齢化 

【 研究目標】  

〇 高齢者と と もに住民皆が健康で安全・ 安心な町づく り  

〇 コンソーシアムと コミ ュニティ ・ スクールを活用し た地域人材育成のための教育課程（ 山北スタ ン

ダード ） の開発 ⇒ 地域から社会を支え、 問題解決に取り 組む生徒の育成 
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神奈川県立山北高等学校  未病・ 防災 ～高校生が挑む「 地域おこ し プロジェ ク ト 」 ～ 

 
イ ン プッ ト  

地
域
を
知
り 

地
域
を
愛
し 

地
域
で
活
躍
す
る 

Ｕ
タ
ー
ン
人
材
の
育
成 

アク ティ ビティ  アウト プッ ト  中間アウト カ ム 最終アウト カ ム 

地域協働学習実施支援員 

山北町職員 

山北町農業委員 

山北町農村都市交流活性化 

       推進協議会 

カ リ キュ ラ ム開発等専門家 

総合的な探究の時間 

「 未来探究」  

学校設定科目「 未病」  

地域課題の解決を 目指し たカ

リ キュ ラ ム開発 

学校設定科目「 地域防災」  

地域課題の解決を 目指し たカ

リ キュ ラ ム開発 

ド ローンを 活用し た防災教育 

未病サポータ ー養成 

Ben n esse 

地域課題の解決に向けて 

「 M y  プロジェ ク ト 」  

探究プ ロセスによ る 

地域課題及び解決方法の精選 

未病の理解と 未病普及のため

の情報媒体の作成 

SD Gs 学習 

フ ィ ールド ワーク  

森林整備コ ース 

竹林整備コ ース 

商店街町ある きコ ース 

歴史探検コ ース 

山北町の魅力発見 

知ら ない山北町を 知る 

概念理解と 自分ごと 化 

山北町立体地形図作成 

県西地域 DIG 学習 

課題解決能力を育成する 

カ リ キュ ラ ム開発 

課題を 見抜く 力・ 解決する 力 

コ ミ ュ ニケーショ ン 力育成 
持続可能な基礎授業の確立 持続的・ 継続的な地域教育 

地域の一員と し て主体的、  

協働的に貢献する 力の育成 

地域の健康課題に対し て、 主

体的、 協働的に行動する 力の

育成 

県西地域における 防災、 減災

に対し て、 主体的、 協働的に

行動する力の育成 

県西地域における 地域住民の

健康寿命の延伸 

県西地域における地域住民の

安全安心な暮ら し  

地元企業への就職や起業 

行政機関と 連携し た新たな価

値の創出（ 政策提言）  

持続可能な地域づく り のため

地域に必要な学校 

【 ロジッ クモデル】  


